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すべてはお客さまのために。すべてはお客さまのために。

株式会社研文社はお客さまと未来をつなぐ株式会社研文社はお客さまと未来をつなぐ
コミュニケーションツールを提供しています。コミュニケーションツールを提供しています。

社員みんなが耳を澄ませて、お客さまの声を真摯に聞く。

そこから、私たちの仕事はスタートします。

最新の設備を整え、最高の技術をもつスタッフを育てる。そのすべてが、お客さまの期待に応えるため。

だからこそ、長い年月にわたって、印刷というフィールドで確かな支持をいただいてきたのだと考えています。

さらにこれから、私たちはデジタルコンテンツなどの新しい分野にも積極的に取り組みます。

すべてはお客さまのために。これからの研文社にご期待ください。

私たちは75年を超える長きにわたって、

様々なお客さまから印刷分野で確かな評価をいただいてきました。

しかし、時代は大きく変化し多様化しています。

私たちの事業も大きなターニングポイントを迎えているのです。

それは、従来のように私たちにできることをお客さまに提供するだけのビジネスでは

お客さまとの信頼関係は築けない、ということを意味しています。

お客さまのビジネスに寄り添い、お客さまが必要とすることを一緒に考え、

課題を解決し、豊かな明日へとつなげていく。

それが私たちのこれからの取り組みです。

商業印刷 マニュアル制作 POP制作デジタルコンテンツ ビジネスフォーム 出版印刷
販売促進ツール

海外用印刷物 / 入会申込書
カタログ / 折り込みチラシ 

etc

サービスマニュアル
取扱説明書 etc

街頭キャンペーンPOP
集合POP etc

ホームページ制作
デジタルブック etc

複写用紙 / OCR用紙
コンピュータ帳票
付加価値帳票 etc

書籍 / ポスター
カレンダー etc



研文社は「わかりやすく伝わるデザイン」と「世の中を明るく元気にするデザイン」を通して、
より良いコミュニケーションの実現をめざします。

よ り 良 い コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を め ざ し て

UCDAの窓口

UCD ユニバーサルコミュニケーションデザイン DOC デジタルオンデマンドセンター

わかりやすさで社会課題を解決

UCDの説明を動画でご覧いただけます

研文社デジタルオンデマンドセンターの様子を
動画でご覧いただけます

メディアの多様化で便利さとスピードを手に入れた半面、読まなければならない情報が圧
倒的に増えてしまいました。その結果、情報が正しく伝わらないことによるトラブルが社
会課題となっています。私たちはユニバーサルコミュニケーションデザイン*の考え方を用
いて情報をわかりやすく改善し、情報伝達に関わる社会課題の解決に取り組んでいます。

フルデジタルの圧倒的な表現力を体験
最新のデジタル印刷機、デジタル加飾機、そして専属のプリンティングコンシェルジュ
の三位一体で、デジタル印刷の可能性をとことん追究。都内でも稀少なフルデジタル・
プリンティングファクトリーを本社内で運営しています。

ブランディングやプロモーションを差別化
鮮やかな色彩、箔の輝き、ニス加工によるエンボス効果…。パッと目に飛び込み、思わ
ず手に取りたくなる表現力と訴求力を兼ね備えた「デジタル加飾印刷」を、企業のブラ
ンディングや商品プロモーションの差別化にお役立てください。

世界的な加飾印刷のアワードも受賞
世界的な印刷加工の賞である「FSEAゴールドリーフアワード」を、研文社
DOCで制作された４作品が受賞。デジタル加飾の鮮やかさや表現力が、世
界でも高く評価されました。

UCDA（一般社団法人ユニバーサルコミュニケーションデザイン協
会）は、情報の伝わりやすさの普及を目指して設立された第三者機関
です。研文社にはUCDAの有資格者が多数在籍、「UCDAの窓口」と
して、ドキュメントの客観的な評価・分析、そして認証代行サービス
をおこなっています。

UCDA認証

UCDA認証とは、第三者が客観的に「わかりやすさ」を保証する認証
制度です。「わかりにくさの原因」を明らかにすることで「わかりや
すく改善する」ことが可能になり、UCDAにより見やすさが認証され
た制作物は、UCDA認証マークを表示することができます。

＊ユニバーサルコミュニケーションデザインとは「情報の送り手と受け手の間にある障壁を取り除き、伝達効率を高
めるためのデザイン」です。また、「その結果得られる相互信頼の充実した状態」のことも指しています。（UCDA2 級
講座テキストより）

第29回FSEAゴールドリーフアワー
ド入賞作品セルフ・プロモーション
部門 銀賞 「コンセプトブック」

第29回FSEAゴールドリーフアワード
入賞作品箔／エンボス・ラベル部門
銀賞「クラフトビール PIT BULLラベル」

https://youtu.be/sv-UGanqp9c
https://youtu.be/Fhc8OU7W5t4


株式会社第一印刷所
カシヨ株式会社

高桑美術印刷株式会社　　　
アインズ株式会社
大平印刷株式会社
セキ株式会社

EPC-JAPANセンター本部
欧文印刷株式会社
グラパックジャパン株式会社
株式会社研文社 (東京）

サンメッセ株式会社
株式会社研文社 (大阪）

ダイヤモンド
秀巧社印刷
株式会社

株式会社アイワード

株式会社ユーメディア
株式会社日進堂印刷所

品 質 の 追 求 と 社 会 貢 献
株式会社研文社は顧客満足度の高い企業を目指し、時代に即した高品質な製品を生み出します。
また、よき企業市民として国内の法令を遵守しています。

ISO27001
JSAI157
尼崎工場

JISQ15001（プライバシーマーク）は、
個人情報の保護に取り組んでいる事業者
に与えられるマークです。お客様の重要
な個人情報を当社のルールに従い、適正
に取り扱います。

全日本印刷工業組合連合会が策定した、
印刷会社における CSR の取り組みの達成
度を認定する制度です。当社は利益を追
求するだけでなく、社会への貢献および
ステークホルダーからのニーズに応える
取り組みを行っています。

FSC®認証とは、適切に管理されていると
認められた森林から生産された木材や、
その他のリスクの低い木材を使用した製
品にFSCラベルを付け、認証製品として
販売できる制度です。

独自の情報収集に取り組む私たちは、印刷業界にお
け る 全 国 規 模 の 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 組 織 <EPC-
JAPAN> の一員です。
<EPC-JAPAN> は優れた印刷企業を目指して、きめ
細やかな情報収集とその分析・加工、エリアごとの
マーケティングリサーチ、物流コストの削減、最先
端の印刷技術の交流など、全国のネットワークを活
かしたパワフルな活動を展開。時代の変化に対応で
きる知識集約的産業として、豊かな社会発展に寄与
しています。

EPC-JAPAN

GP 認定工場が製造し、用紙、インキ、
製本・表面加工方法等が環境配慮基準を
満たした印刷製品に、GP マーク（環境ラ
ベル）を表示できる制度です。GP マーク
は製造工程と印刷資材全てが環境配慮さ
れている高度な環境ラベルとして、さま
ざまな印刷製品に表示されています。

ISO27001(ISMS 認証 ) は、情報セキュリ
ティに関する国際規格です。当社は定
めた情報セキュリティマネジメントシ
ステムに従い情報資産を適正に管理し、
取扱います。

ISO27001（ISMS 認証）

JISQ15001（プライバシーマーク）

CSR 認定（ワンスター認定）

FSC ®️ （森林認証）

6 グリーンプリンティング認定
（オフセット印刷部門）

尼崎工場
F-B10271

私たちの最大の強みのひとつが、経験と実績に裏付けされた高い技術力。各種資格保有者が多数在籍しています。
日本印刷技術協会（JAGAT）の資格保有者ランキングでも、上位を維持しています。

7 各種資格保有者

● DTPエキスパート

● 色彩検定 1 級

● クロスメディアエキスパート

● UCDA 認定 1 級

● 印刷技能士 1 級

● UCDA 認定 2 級

●印刷技能士 2 級

● ビジネス著作権検定

4

5

8

ISO14001
JSAE1590
尼崎工場
埼玉工場

ISO14001（環境）

ISO14001 は、環境に影響を与える負荷
を抑える仕組み作りを保証している国
際規格です。当社主力工場では、すべ
ての工程において環境負荷の低減に取
り組んでいます。

1 2

3



株式会社研文社は創業以来、技術と信頼でお客さまの思いに応え続けてきました。
そして、これからもお客さまとともに歩んでいきます。

会 社 概 要

研文社創業

法人組織に変更。株式会社 研文社設立

株式会社 東京研文社設立

オフセット B 全 5 色機を導入

淀川工場新館新築竣工

本社新社屋新築竣工

横浜配送センター設立

淀川配送センター設立

新宿区改代町に東京本社ビル新築竣工

フイルム不要の CTP システム導入

日本で初めてパントン社から

ヘキサクローム技術を認定される

菊全 8 色両面印刷機を導入

プライバシーマーク取得

埼玉県嵐山町に埼玉工場新築竣工

尼崎に新社屋・工場新築竣工

本社・デジタルオンデマンドセンター・営業部
東京都新宿区改代町 45
Tel. 03-3269-6331（代）

西日本営業部門・編集部門・管理部門
大阪市西区江戸堀 1-2-11 大同生命南館 4・５階
Tel. 06-6479-2121

尼崎工場・西日本制作部門
兵庫県尼崎市大浜町 2-28-10
Tel. 06-6430-0603

関口オフィス
東京都文京区関口 1-3-3
Tel. 03-5228-1656

埼玉工場
埼玉県比企郡嵐山町花見台 2-2
Tel. 0493-53-4188

横浜配送センター
神奈川県横浜市緑区青砥町 494-4
Tel. 045-936-0249

所在地 沿革

昭和 21 年

昭和 25 年

昭和 35 年

昭和 43 年

昭和 54 年

昭和 55 年

昭和 62 年

昭和 63 年

平成 4 年

平成 11 年

平成 13 年

平成 14 年

平成 17 年

平成 21 年

平成 24 年

5,500 万円

230 名

代表取締役　社長　　　　網野 勝彦
取締役　専務執行役員　　森 定雄
取締役　常務執行役員　　藤井 教夫
取締役　執行役員　　　　藤田 隆浩
取締役　執行役員　　　　長谷川 博明
取締役　相談役 網野 博
常務執行役員 衣川 卓志
常務執行役員 星出 正信
執行役員 高安 裕一
執行役員 中尾 守利

三井住友銀行　三井住友信託銀行
関西みらい銀行

KS 配送センター
大阪府豊中市庄内栄町 3-12-11
Tel. 06-6333-0222

資本金

従業員数

役員

取引銀行

関連会社

ロール式デジタルオンデマンド機を導入

淀屋橋に営業本部開設

東京にクリエイティブ室開設

東京にオンデマンド部開設

埼玉工場　第 14 回印刷産業環境優良工場表彰

「奨励賞」受賞

株式会社東京研文社と合併

ロール式デジタルオンデマンド機を増設

「全印工連 CSR 認定」ワンスターを取得

ISMS 取得

尼崎工場　第 18 回印刷産業環境優良工場表彰

「局長賞」受賞

東京にデジタルオンデマンドセンター開設

日本サステナブル印刷協会へ加盟

全工場をカーボンゼロプリント工場化

平成 24 年

平成 25 年

平成 26 年

平成 27 年

平成 27 年

平成 28 年

平成 29 年

平成 30 年

平成 30 年

平成 31 年

令和 2 年

令和 4 年

令和 5 年
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本　社／〒 162-0802　東京都新宿区改代町 45 　Tel. 03-3269-6331（代）　Fax. 03-3269-6330
西日本／〒550-0002　大阪市西区江戸堀1-2-11 大同生命南館4・5階　Tel. 06-6479-2121　Fax. 06-6479-2131


